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＜連絡事項＞

・特になし。
＜患者様連絡事項＞

・下村　慶子様～療養環境変更の為、東Ｄユニットから東合併症室へ移動。

・水野　和子様～東Ａユニットから東Ｃユニットへ移動。
・三津谷　新一様～13：00南部医療センターへ転院のため退院となる。
・川村　早苗様～療養環境変更目的にて東Ｃユニットから南Ｂユニットへ転出となる。
・宮地　久美子様～10:00～16:00で外出に行かれている。無事帰院し、忘薬・危険物の持ち込みは無い。
＜隔離・拘束患者様ケース検討＞
・畑中　成夫様～終日隔離中。午前・午後2時間の開放観察実施。女性スタッフへ手紙を渡すことあり介入している。介入に対し謝罪はあるが表面的。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。
・澤村　彬様～時間隔離中。奇声をあげての徘徊は持続しているがトラブルはない。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。

＜要注目患者様＞
・和田　昌様～各食全量摂取。奇声あげながらホール内を徘徊している他者に対し怒鳴る・詰め寄る等の行為あり、介入要している。介入に対し易怒性あるも一時的で上記行為止める事出来ている。
・安達　貴浩様～昼食前、同室者に対しての不満を大声で叫ぶ事あり。介入にて徐々に落ち着くも居室変更の訴え頻回に聞かれている。
・木村　格治様～昼食前、同室者より怒鳴られ、怒鳴り返す事あり。介入にて徐々に落ち着く事出来ているが、表情の硬さ見られている。

・小笠原　澄子様～体動時の右膝痛を訴え、トイレ誘導等介助要している。
・曳木　一守様～帰宅要求・「先生と話がしたい」等の訴えは聞かれているが、介入にて不穏・興奮無く、落ち着く事出来ている。
・下村　慶子様～微熱ありクーリングにて対応している。右大腿部痛の訴えや腫脹、熱感の悪化はなし。明日11：30より担当医と面談予定。

・居ヶ内　よね様～各色残食あるが嚥下状態は改善傾向。身体の疼痛を訴えることなく経過。股関節のレントゲン検査施行するも、骨折所見はなし。
＜馬渡Dr　診察情報＞

・田屋　サヨ様～持参薬は当院処方へ切り替わり、7日分処方、以後定期となる。ベルソムラ中止、メマリーOD5㎎追加、デジレル50㎎追加し、7日分処方。
・宮地　久美子様～9/22（金）採血（セット3、血中濃度：カルバマゼピン、バルプロ酸ナトリウム）指示あり。結果で退院検討していく。
・熊谷　樹里様～臨時薬ロナセン中止、レボトミン100㎎→150㎎へ増量し7日分処方。
・阿部　憲幸様～臨時薬ジアゼパム、アドナ中止、他同内容で7日分処方。排便5日みられない為、センナリド2T、桃核承気湯1P1回分処方。西病棟への転出検討。
＜入院患者様情報＞
　日　　時：9月19日　14:50

 　病棟病室：東病棟　ユニット

 　氏　　名：中山　省二（なかやま　しょうじ）様

 　生年月日：昭和30年　1月1日（62歳）

 　性　　別：男性

 　病　　名：ウェルニッケ・コルサコフ症候群、せん妄
 　入院形態：医療保護入院

 　主 治 医：伊藤Dr

 入院に至った経緯：

 　　愛知県で仕事をしていたが。その後無職になり、妻と離婚。車中泊で生活となり、H29 .7.31車中で眠っている所を発見され救急車で名古屋医療センターに救急搬送し入院熱中症・アルコール性肝障害・電解質異常・アルコール性ケトアシドーシス・認知機能低下あり、補液で症状改善したが、入院中無断離院が一度あった。

 　　H29．8.24五戸総合病院へ転院。補液・エンシュア内服で歩行可能になり、食事も摂れるようになった。8月30日頭部MRI・MRA施行し、アルコール性脳萎縮症疑いの診断。9月9日排水溝へ大便をする・9月10日ポータブルトイレの蓋を分解するなどある。大声を出すなどはなく、意思疎通は可能だが異常行動があり、当院へ鑑別診断・入院治療の希望があり、9/19（火）14：50東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。

 　＊グループホーム申し込み中であり、退院後は五戸総合病院へ

 　　通院予定。

日　　時：9月19日　13：10

　病棟病室：東病棟Dユニット

　氏　　名：宮崎　由美子（みやざき　ゆみこ）様

　生年月日：昭和28年5月29日（64歳）

　性　　別：女性

　病　　名：双極性感情障害(うつ状態)

　入院形態：任意入院

　主 治 医：田名部Dr

入院に至る経緯：

　　現在みさわの森クリニック通院中により紹介あり。S52年バセドウ病発症時期より抑うつ気分出現、その後転居に伴い精神科病院を転々とされていた。H13年三沢聖心会病院へ転院し、以降周期的な抑うつ気分や気分高揚により何度か入他院を繰り返していた。

　　H29年5月より本人希望にて症状安定していたため減薬していたが、7月に入り抑うつ、イライラ出現。うつ症状による日中の意欲低下、焦燥感が強く入院加療が必要とみさわの森クリニック受診時主治医が判断。医師より本人へ入院加療を進めるも同居している娘様を1人にできないという理由で入院の拒否あり。8月28日みさわの森クリニック受診時、本人様より在宅での生活継続は厳しいため入院をしたいと希望あり。薬剤量が多くなっており、薬剤調整と加療目的にて9月19日13：10東病棟Dユニットへ任意入院となる。

　　　　　　　　　　　　
